
個人、団体からの来信 2016年９月４日
教団より定期便／「世の光」第792号／BEGiNよりニュースレターNo.224／山形恵みキリスト教会より領収証／

2016年９月４日 第一礼拝(午前8:00～) 聖餐礼拝(午前10:30～) 夕拝（しばらく休会） しもべ会より報告および会議開催について［明日9月5日（月）五十嵐キリスト教会にて］／「ビルマの琴音」25号／
宣教区「教会と国家」委員会より9月学び会のご案内［9月18日（日）午後2時より新潟福音教会にて］

先 週 の 集 会 出 席 者 数

８/28(日) 教会学校
幼児男子－ 小学男子－ 中学男子－ 高校男子－ 男児－ 成人男性－
幼児女子１ 小学女子２ 中学女子－ 高校女子－ 女児３ 成人女性２

５/29(日) 第一礼拝 男２ 女２ 計４ ８/29(月) ※月に一回、実用書道教室を開催
歓迎礼拝 男12 女16 計28 ８/29(月) 月曜家庭集会 男３ 女４
（子ども） 男児１ 女児４ ８/31(水) バルナバ祈祷会 男３ 女５
※夕拝はしばらく休会としています ９/２(金) しゃべり場タビタ 男－ 女４ 男児１

９/２(金) 金 曜 祈 祷 会 男１ 女４

諸 集 会 の ご 案 内

７/18(月) 午前9:30 ※月に一回、実用書道教室を開催
９/５(月) 午後8:00 月 曜 家 庭 集 会 （休会） 司 会：片山 初子姉
９/７(水) 午後7:30 阿 賀 野 祈 祷 会 教会堂 司 会：笹川 清子姉
９/９(金) 午後1:30 しゃべり場タビタ 渡邉智子姉宅 問合先：渡邉 智子姉
９/９(金) 夜 金 曜 祈 祷 会 教会堂
９/11(日）聖霊降臨節第18週
第一礼拝 司 会

：近 伸之牧師
演奏機：片山 勝三兄 聖餐準備：担当役員

午前8：00 説 教 献 金：沼田佐代子姉 配 餐：片山 勝三兄
教会学校 午前9：00 担 当：近 伸之牧師
第二礼拝 司 会：横堀 正美兄 映像・音響：片山 勝三兄 感謝祈祷：片山 麻美姉
午前10：30 集 会：小林 洋子姉 録 音：片山 勝三兄

配 餐：片山 勝三兄 録 画：近 伸之牧師 掃 除：片山 麻美姉
（前奏：41） 開会：22 感謝252（♭1）
聖書：『ヨハネの福音書』21章１～19節 応答：366

第一礼拝 司会・説教・演奏機：近 伸之牧師 配餐：片山 勝三兄 献金：沼田佐代子姉 頌栄：63 派遣：54
司 会：近 伸之牧師 映像・音響：横山 洋平兄 Ｃ Ｓ 担 当：片山 初子姉

集 会：小山 千春姉 カナン担当：片山 初子姉
配 餐：片山 勝三兄 録 画：近 伸之牧師 掃 除：片山 初子姉
配 餐：片山 勝三兄 宣教区集会 ※諸般の事情により、夕拝はしばらくの間休会とします。

報 告

１．本日の予定

聖餐礼拝の恵みを感謝します。主の十字架と贖いを心に刻み、一ヶ月を歩みましょう。礼拝後は愛餐

（昼食）の時を持ちますので、どうぞお残りください。

２．互いの体調のため

9月に入りましたが、残暑の厳しい日が続いています。ひとり一人の体調が守られますように。

３．先週の来会者

［８月2８日(日)歓迎礼拝に出席］

横山英一さん（洋平兄のお父様）、高野翔太くん(敬和高2年）、渡辺亮大くん（敬和高3年）、

［９月2日（金）］米山一希くん（夜、教会に来て賛美をしてゆかれました）

説 教 メ モ

１)主の言葉を心に留めないペテロは、己が見えていない。己が見えていないから、状況も見えていない。

２)高慢ゆえの大胆は、主の警告通りの事態を引き起こした。しかし彼の涙は、神に寄り頼む出発となった。

３)鶏の鳴き声は、己の闇に気づかない警告であると共に、朝の光が近づくしるし。夜明け前が一番暗い。

先週のみことば

「信仰の創始者であり、完成者であるイエスから目を離さないでいなさい」（『ヘブル人への手紙』1２章２節）

今週のみことば

「わたしは、あなたの信仰がなくならないように、あなたのために祈りました。

だからあなたは、立ち直ったら、兄弟たちを力づけてやりなさい」（『ルカの福音書』２２章３２節）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥前 奏 （新聖歌４１）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥聖餐の招詞 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥※賛 美 新聖歌４６「わが主よ 今ここにて」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥聖 書 交 読 交読文５３「ルカの福音書第22章」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥祈 祷 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥分 餐 （新聖歌５３） 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感謝の賛美 新聖歌２０９「 慈 しみ深き」 一 同
いつく

‥‥聖 書 朗 読 『ルカの福音書』22章31-34、54-62節（新約130頁） 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥黙 想 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥説 教 「夜明け前が一番暗い」 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥黙 想 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※応答の賛美 新聖歌２３３「 驚 くばかりの」 一 同
おどろ

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感謝の献金 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥感 謝 祈 祷 片山 初子姉

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥諸 報 告 司 会 者

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※頌栄の賛美 新聖歌６２「天つみ民も」 一 同
あま

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※派遣の賛美 新聖歌５４「主の祈り」 一 同

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※祝福の祈り 近 伸之牧師

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥※後 奏

（※印は、からだの不自由な方以外はご起立ください）

聖霊降臨節第17週 聖餐礼拝



ザクロ（石榴、柘榴）は秋の季語。熟すると厚く硬い果皮が裂け、鮮紅色の多数の種子が現れ
る。食用にされる透明な外種皮は甘酸っぱい。

作家の佐藤愛子さんが、やさしさについて、あ

る夫婦のことを話していました。その夫婦は年中

ケンカばかりしていたそうです。ご主人は、ちょっと

したことにも腹を立て、奥さんや子どもをどなった

りします。それだけならいいんですが、なぐったりけ

ったりもするというのです。佐藤さんは、この男性

はほんとうにやさしくないなあと思っていたそうで

す。ところがある時、その奥さんが「ああ見えても

うちの主人はやさしいのよ」と言ったので、びっくり

仰天したというのです。

というのは、実は、その奥さんは足が不自由で、

そのうえ弱視に近いひどい近視だったのですが、

ご主人は、どんなに怒って腹を立てた時でも、奥

さんの体のハンディについては一度も口にしたこ

とがないというのです。佐藤愛子さんは、こんな夫

婦の話をしながら、ほんとうにやさしい人とは「人

の気持ちがわかる人だ。知っていて決して急所を

突かぬことだ」と言っています。

そういえば子どもの頃、ケンカをした相手とケ

ンカ別れするたびに、相手の弱点や急所をのの

しり合ったものです。そんな習慣が大人になった

お互いの中にも残存し、相手の弱点や急所やハ

ンディを責めて、自分は優越感にひたる、などとい

うことになるのかもしれません。

ところで、もし神が私たち人間をお責めになり、

毎週土曜日 朝５：３０～６：００ ＢＳＮテレビにて放送中です。

☆24時間テレホン『でんわ世の光』 025（272）3592

９/１０（土）「ライフ・ラインのつどい in 北海道」
関根弘興師（右）、安武玄晃さん（左）

この６月に北海道で行った「ライフ・ラインのつどい」の様
子を２週にわたって紹介します。１週目は、サックス奏者・安
武玄晃さんを音楽ゲストに迎えて行ったコンサートの様子
をお届けします。２週目は、サックス奏者・安武玄晃さんの
演奏と関根弘興牧師が「渇きを満たす神」というタイトルで
語った聖書のメッセージをお届けします。

Broadcast for Expanding Gospel into Niigata 私たち豊栄キリスト教会は、

BEGiN。ここから始まる、あなたの伝道。 『ライフ・ライン』の協力教会です。

「神のやさしさ」 榊原 寛 （『ライフ・ライン』メッセージ集より）

〒950-3322 新潟県新潟市北区嘉山3-11-15

日本同盟基督教団 新潟山形宣教区

豊栄キリスト教会 （牧師 近 伸之）
とよ さか ちか のぶ ゆき

TEL：025-387-4934 FAX：025-250-0155

ホームページ： http://www.toyosakakyokai.net
電子メール： info@toyosakakyokai.net
ブログ： http://toyosakakyokai.seesaa.net

おさばきになるとしたらどうでしょうか。やれ、バチ

だの祟りだのと、のん気に構えてはいられないの

ではないでしょうか。「叩けばほこりの出る体」とい

う言葉がありますが、聖書には「義人はいない。ひ

とりもいない」（『ローマ人への手紙』３章１０節）と

書かれています。

ですから、キリストは「私は正しくものごとを見て

います」という人より、「私のものの見方はかたよっ

ているかもしれない」といって自分の非を認める

人のほうが、はるかに天国に近いとおっしゃってい

るのです。

神が私たちをさばかれるとしたら、だれがその

さばきに耐えて合格することができるでしょうか。

しかし、神は、この世をさばくためではなく、救うた

めに、イエス・キリストをおつかわしになりました。神

はすべての人をゆるし、徹底的に受け入れてくだ

さるのです。私たちの弱点、欠点をすべて知りつ

つも、そこを突くことなく、私たちの身代わりとして

のキリストをさばくことによって、私たちをとことんま

で赦し、受け入れてくださいます。これが神のやさ

しさなのです。

「神が御子を世に遣わされたのは、世をさばくた

めではなく、御子によって世が救われるためであ

る」

（『ヨハネの福音書』３章１７節）

2016年度教会目標 「信仰の家族に善きことを」
年間目標 それぞれに違った賜物が与えられていることを信じ、自ら進んでささげていくひとり一人へ
「機会のあるあいだに、すべての人に対して、特に信仰の家族の人たちに善を行いましょう」（ガラ6:10）

中期目標 ５つの地域群（早通・豊栄・新発田・阿賀野・新潟）から、各地域へ福音を伝えていこう
「アジヤに住む者はみな、ユダヤ人もギリシヤ人も主のことばを聞いた」（使徒１９：１０）

長期目標 県下20市の中で唯一教会のない阿賀野市に向けて、宣教区レベル開拓への斥候として
「御名がまだ語られていない所に福音を宣べ伝えることを切に求めた」（ロマ１５：２０）
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